討論会概要

step1　経過報告【北上総合支局産業振興特命課　伊藤課長】

　　今年度北上総合支局で開催した、「公共サービスのあり方を考える」ワークショップの検討経過について

パワーポイントにより説明があった。

　ワークショップの開催状況

　　第1回　　20.7.23(水)　18:30～　参加者約40人

　　第2回　　20.9.3(水)　 18:30～　参加者約50人　分野別討議

　ワークショップで出た様々な意見や提案は、関係部署で検討しできることから取り組んでいる。

　これからは、★ 現場主義　★ 総力戦　★ 少ない投資で大きな成果　を目指していきたい。

　

step2　イントロダクション【川北さん】

　「自治を回復し、まち・むらの課題をまち・むらの力で解決するために ～協働の基礎を再確認する～」

　との題で30分程度お話がありました。

　■　協働事例の紹介

アジア フィルム ネットワーク(愛媛県松山市)

★ 映画好きが集まった　

⇒  ★ 好きが高じてエキストラで映画に出演したい！と思った　

⇒  ★ エキストラになるために皆で練習を始めた！　

⇒　★ 出演するには地元にロケを呼ばないと！

⇒　★ 県にロケを誘致してほしい、誘致のための専門部署を置いてほしいと要望　

⇒　★ 県と団体が協働で活動開始！

 　うまくいっている点＝それぞれの得意分野を活かして活動していること

　撮影前(各種許可申請等)は行政中心で活動

　撮影中(エキストラ集め等)、撮影後(チケット販売や試写会対応等)は団体中心で活動

　　　 更に、松山が元気にならないとロケも来てくれないということで、さびれた商店街を活用して、

これから起業したいと考えている人のための”見本市”を開催するなど活動の幅を広げている。

　　 　県職員を35歳で辞めて、団体の活動に専念した影の立役者がいた

　　 地域循環ネットワーク(新潟県)

　　　 家庭での生ゴミ処理を行う仲間が集まって、地域の学校の給食残渣処理を行う団体を設立。

　　 　残渣処理をそれまで通り市で行った場合と団体が行った場合のシュミレーション資料を作成し、

メリットを明らかにした上で市に協働を提案し実現させた。

　■　協働で大切なこと

　　★ 今後の見通しの共有

★ 担い手の育成

　　★ 先行的にできるところから取り組んでいくこと

　　★ 課題を絞り込んでから始めた方がよい

　　　※　「課題」と「与件」は違う！

　　　　解決すべきは課題(目標と現実との差)

　　　　与件は個性として活かしていく或いは諦めつつ付き合い続けるもの

　　　　　例)　少子化は課題

　　　　　　　 高齢化は与件

　　★ 相互が「自働」しているか？

　　★ 互いの強みを理解し、活かしているか？

　　★ やりたいという「意欲」とやり続ける「力」　双方を育てかみ合わせていくこと

　　

住民側が気をつけること

　★ 出し惜しみしない

　★ できないふりをしない

　　　★ あきらめない

　　　★ 誰かがどうにかしてくれる、なんて甘えない

　行政側が気をつけること・すべきこと

　　　★ 地域の本当の魅力をどう発信するか工夫すること

　誰に、何を、どうやって訴えていくかが重要(ブランド化)

　　　★ ニーズ調査、仕様設計、実施、成果の活用・・全て協働で行うこと

　　　　　協働の指針や条例も、市民と一緒に作らなければ実効性のあるものにならない

　　　★ 中長期的視野で計画すること

★ 試行の後での協働が大切・・・特に指定管理者制度において

　　協働によってクオリティとスピードを上げようとするなら、試行によるニーズ把握は必須

　　ある程度の時間をかけることが必要

　　　★ まずは「民」と「民」とのコーディネート・・・ちゃんとできてる？

　　　　　 行政の強みである「情報」をきちんと活用しているか

　　　　　つなぐ時は、強みと弱みを知り、それぞれにきちんと伝えること。

　　　　　そのためには、活動の現場を見ておくこと。

step3　パネルスピーチ

　　　　3名のパネラーの発言要旨を、コーディネーターの川北さんがその場でパソコン入力。

　　　　入力したものがスクリーンに映し出され、全員で発言要旨を共有することができた。

　　　　それぞれが進めている協働の状況について発言があった。

　　　　　

step4　ディスカッション【コーディネーター　川北さん】

　　　　進め方は次のとおり

1 参加者全員にマジックが配られる

2 アンケート用紙の裏面を利用し、全員が以下について記入

　　　ア　今日の討論会を通して気付いたこと

　　　イ　これからどんな協働をしたいか

　　　ウ　質問

3 座っている前後のテーブル同士で5～6人くらいずつのグループを作る

4 記載内容を発表し合い、グループで話し合って質問を一つにしぼる

5 各グループから質問を発表

6 最後にまとめて川北さん及びパネラーが質問に回答

　　　　【主な質問と回答】

　　　　★ カギになる人材の育成をどうするか？

　　 リーダーは既にいる。必要なのは複数のリーダーを活かす感性・姿勢を持つ人。

　　 人材を「つなぐ」人＝「コーディネーター」が重要

★ 専門性・メリットをどうコーディネートするか？

　　 行政には技術のプロが多い。その人たちと連携すること。

　　 異分野のコーディネートから意外なメリットが生まれる。

★ 協働をどう市民に伝えるか？

　　 いい事例をどんどん作ること。

　　 地域計画策定を市民と一緒に行う中で協働についても考えたい【北上市】

　　 住民は、行政の出前講座をどんどん活用し行政の仕事を知ること。

★ 議員との協働はできるか？

　 　 本来議員の役割である行政への意見提言を、市民が直接行う時代

  地方分権の進展により市町村の持つ権限が大きくなっており、議員も行政のチェック機関と

しての役割を強化していかなくてはならない。

 そういう意味では、議員は行政との「協働」相手とはちょっと違う。

 例)　せんだいみやぎNPOセンターでは、議員向け勉強会を年4回、定期的に開催。

　　　課題や現状を伝えている。

　　　議員は市民が育てるもの！

　　　　　

★ 行政主導で協働を始め、市民に任せたらうまくいかなかったという例が多いが？

　　　　　　　そもそも行政だけで企画するのがいけない。

　　　　　　　構想から住民に声を掛けて一緒に進める。

　　　　　　　住民をパートナーとして扱えば、必ず住民も動いてくれる。

　　　　　

★ 行政がお金以外に提供できるリソースはあるか？

　　　　　　　「情報」　「知識」

　　　　　

★ 担当者が変わると変わる、をどう克服するか？　継続性、引継ぎの精度をどう高めるか？

　　　　　　　 ミッションを組織に浸透させること。

　　　　　　　 担当を離れても関わりを持つこと。

　　　　　　　 職員一人ひとりが協働のルールを理解し、普段から協働を意識して仕事をすること。　

　　　　　　　 打合せはなるべく複数で。多くの目で確認。

　　　　　　　 打合せメモは原則公開、その時その時の記録をきちんと残していくこと。

